
流域内で種の絶滅を招かない

武庫川水系河川整備基本方針武庫川水系河川整備基本方針
【【環境に関する２つの原則環境に関する２つの原則】】

優れた生息空間の総量を維持する

希少淡水魚の分布状況

武庫川 千種川

兵庫県河川課

上流部に希少種が集中する武庫川



淡水魚の宝庫武庫川上流

１．スナヤツメ
２．コイ
３．ギンブナ
４．ヤリタナゴ
５．アブラボテ
６．シロヒレタビラ
７．カネヒラ
８．オイカワ
９．カワムツ
１０．ヌマムツ
１１．モツゴ
１２．カワヒガイ
１３．ムギツク
１４．タモロコ
１５．カマツカ

１６．ズナガニゴイ
１７．イトモロコ
１８．ドジョウ
１９．シマドジョウ
２０．ナマズ
２１．アカザ
２２．カダヤシ
２３．メダカ
２４．ブルーギル
２５．オオクチバス
２６．ドンコ
２７．トウヨシノボリ
２８．カワヨシノボリ
２９．カムルチー

・オバエボシガイ
・マツカサガイ
・ニセマツカサガイ
・トンガリササノハガイ
・カタハガイ
・キイロサナエ
・アオサナエ
・キロヤマトンボ
・トゲナゲブタムシ
・ゲンジボタル

武庫川の河床勾配



1996年8月28日 舞鶴道土砂崩れ閉鎖

１/2 確率の治水目標達成
に向けての河川改修

神橋より下流

天神川合流点

2002年10月

2003年10月

2004年3月

2005年8月

水脈筋の河床掘削回避

武庫川上流改修前後の風景



2003年10月

杭
を
打
つ

2009年11月2008年11月

ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
置
く

流
れ
込
み
の
淵
を
造
る

ジオテキスタイルを並べて
流れの向きを変える

改修にあたってとった処置

蛇行点の淵の再創造
急流に接しながらも穏流部を造る

2009年8月

改修にあたってとった処置

蛇行点の淵の再生
残念ながら水衝部の石組みは強度不足で断念
岩をブロックの前面に配置することで譲歩



一部土地買収を伴う河道の拡幅・淵の造成

河道断面が治水目標を満たすなら
障害物を設置して多様な環境生成を促す

→さて多様な魚類群集は存続できるか？？

定置網による連続調査

2007年10月20日



定置網による連続調査

2007年10月20日

武庫川草野 河川改修前後深度の変化
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武庫川草野 河川改修前後底質の変化

・改修により泥底が減少
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同程度に回復。
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河川改修前後の底質の変化

2009年に出水により大礫河床が突然出現

武庫川草野
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ニッポンバラタナゴの一生

武庫川水系 カタハガイ

資料 兵庫県河川計画室

調査地点
調査地点



武庫川水系 オバエボシガイ
資料 兵庫県河川計画室

調査地点

稚貝の欠落

カタハガイの減少
.0 体長 20 30 40 50 60 70 80 90

2003年10月 カタハガイ 1 0 1 3 2 3 0 1 11

トンガリササノハガイ 1 1

マツカサガイ 1 1

オバエボシガイ 1 1

071021 カタハガイ 1 4 4 1 10

タイワンシジミ 1 1

ニセマツカサガイ 2 2

080517 カタハガイ 1 1 3 3 8

チリメンカワニナ 1 1

ニセマツカサガイ 1 1

090515 オバエボシガイ 1 1

カタハガイ 1 2 1 4

ニセマツカサガイ 1 1



稚魚の減少

アブラボテの体長
体長 2002年10月 2003年10月 2004年10月 2005年10月 2006年10月 2007年10月 2008年10月 2009年10月

10 79 66 1 5

20 1434 365 64 111 16 65 23

30 1183 417 146 259 58 140 61

40 459 220 158 194 145 120 155

50 12 13 27 8 54 33 27

60 1 1 0 3 1 0

70 0 0 0 0 0

80 0 0 0 0 0
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シロヒレタビラ カネヒラ

体長6㎝。湖や池沼、河川の流れの緩やかな

場所を好む。藻類などを食べる。オスの婚姻

色は尻ビレ、腹ビレの外縁が白くなり、内側と

腹は黒くなる。淡水産の二枚貝に産卵する。

体長8㎝。河川の中・下流域の流れの緩やかな場所

に住む。雑食。体色は銀色で肩部に逆三角形の暗

斑がある。産卵期は秋でオスは青緑と淡い桃色が

混じった美しい婚姻色を見せる。二枚貝に産卵する。

武庫川での絶滅は兵庫からの絶滅

潜在生物復元型

レフュジア（避難場所）の機能

・つい30年前には当たり前だった
神戸市北区赤松台の水辺の生物相
を最低限の人為を導入して復元

・絶滅が危惧される「希少種」の
一時的避難場所

キリンビール神戸工場レフュジアビオトープが
カワバタモロコを救う

２０１０年5月26日



導入した水生動物 トウヨシノボリ

モツゴ

メダカ

タモロコ

スジエビ

ドンコ

カワバタモロコ

ミナミヌマエビ

カワバタモロコ

体長5㎝。静岡県から九州北部まで
の平野部の湖沼やため池に住んで
いる。水表面に落ちてくる昆虫から藻
類まで何でも食べる雑食。一年で成
熟し、繁殖期のオスは鮮やかな黄金
色でキンモロコとも呼ばれる。環境
省；絶滅危惧IB類、兵庫県；Ａランク。



ビオトープ観察会で個体数の追跡

近隣の小学生対象の観察会

モンドリによる採集 大歓声 ５０～１００匹のカワバタモロコが入る

数を数えるのは小学生でもできる
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池干しによりメダカ等一旦根絶



兵庫県立三田祥雲館高校との連携

延々と作業は続き、生かしたまま放流 体長を測って尾ビレの上端を切る

麻酔をかける
カワバタモロコを捕獲する

標識再捕法

標識再捕法



カワバタモロコの生活史
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キリンビオトープ全景

２０１２年９月１２日

2009年9月29日2008年5月21日2006年5月17日

2010年9月17日 2011年８月17日

造園業者が管理しているため抽水植物・浮葉植物・沈水植物の被度は大きく変化していない
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1 生物調査

①モンドリ（トラップ）による捕獲
３０分×５カ所／１池

②タモ網による捕獲
岸寄り0.4㎡ ×５カ所／１池

③目視による観察
１㎡×１分×５カ所／１池

2 水質の検査

・水温、電気伝導度、溶存酸素
→機器による測定

・ｐＨ→比色法による測定
・ＣＯＤ,ＴＮ(NO2－、NO3－、NH4＋)
ＰＯ４

３－ →パックテストによる測定

＊目視観察→池面積、水生植物、底質、
水色、透視度、堰堤の構造

①

② ③

溶存酸素計

パックテスト

サンプルの保存

ため池の動物調査法

夏の暑さにもめっぽう強い

最高水温と個体数
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溶存酸素とカワバタモロコ

夏季の表面溶存酸素量が
少々低下してもかまわない

夏の暑さにも少々の溶存酸素の低下にも
強い。その他栄養塩・PH・電気伝導度
の変化にもめっぽう強い

→絶滅危惧種にありがちな特殊な環境を
要求しているのではないらしい

環境要因と
カワバタモロコ



夏季のメダカと秋のカワバタモロコの密間に
逆相関は認められない、むしろ正
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トンボヤゴとカワバタモロコ

夏季のトンボヤゴ（想定捕食者）の密度と秋のカワバタモロコ
０歳魚の密度→よく判らん（強い関係はない）

ミナミヌマエビとカワバタモロコ

夏季のミナミヌマエビ（想定捕食者）の密度と秋のカワバタモロコ
０歳魚の密度間には僅かに逆相関が認められる

想定捕食者と
カワバタモロコ

ミナミヌマエビとの間に弱い負の相関が
ありそうだがその他の想定捕食者の密
度が変化しようが無関係

Pond A

B池

３０ｍ

三田市香下カワバタモロコ池群三田市香下カワバタモロコ池群三田市香下カワバタモロコ池群

Overview of the habitat, Sanda,HyogoOverview of the habitat, Sanda,Hyogo
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極めて速い初期増殖

060824 030825060824
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re-introduction: 10 females and 10 males
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Brasenia schreberi Brasenia schreberi Myriopyllum verticillatum
ジュンサイジュンサイ フサモ

初年度増加率と生残率

ばら撒き・産みっぱなし・無保護

060824

Introduced Egg N. Spawned Next Year Survival
female N. mean Egg N. Number ±95%C.I. Rate

Pond A 10 1,000 10,000 5,313±628 0.53

Pond B 10 1,000 10,000 4,243±593 0.42

Pond C 10 1,000 10,000 1,210±248 0.12
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卵・仔魚の捕食者は誰か？

放流初年度の驚異的な増加率が、翌年以降には急激に低下する。

一年目と二年目以降で決定的に違っているのは、
他の捕食者ではなくカワバタモロコ自身の数

→自分で食っちゃってるのではないか？

→未だに証拠はつかめていない

ならば
→最大の天敵カワバタモロコのいない池，
→また競争者のいない池に放流すれば，
レッドリストからの削除は簡単

学校のプールだってよろしいのでは

コイ科魚類最小の卵を産み無保護であるにも係わらず，
どうやって驚異的な初期生残率の実現が可能なのか？？
興味は尽きない．



尼崎市立 逆瀬台小学校

宝塚市立 逆瀬台小学校

2011年5月26日放流 雄20・雌20

→失敗 モツゴの捕食？

尼崎市立 潮小学校

2011年6月22日放流 雄20・雌20

シュロ網の人工産卵床→失敗 水草が必須？



田んぼのアトリエ 宇宙の鏡池

2011年7月2日放流 雄10・雌10

→大成功 半水生植物繁茂

エコトーンは自滅を防ぐ構造なのでは

極めて単純に、他の捕食者ではなく、カワバタモロコの
産卵親魚が、いくら努力しても、自分自身の卵・仔魚を
食い尽くすことができない構造が必要なのでは

沈水・抽水・陸上植物などの構造物か


